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大谷翔平選手！グローブをありがとう！ 
 
１８日に、メジャーリーガーの大谷翔平選手から 

グローブが届きました。そこで、急遽業間に特別集会を開催しました。 
実際に、教育委員会の方から子どもたちの前で箱を受け取りました。スポーツメーカー

の箱を前に、子どもたちの期待は膨らみ、固唾をのんで待っています。また、昨年末か
ら、県内各地に届いているというニュースを見た子どもたちは、東小にまだ来ていないの
か、度々私に尋ねていたところです。従って、みんなが待ちに待った瞬間でした。 
 ６年生児童が開封し、中に入っているグローブを披露しました。 
「少し重いです。」 
「思ったより固いかな？」 
そんな感想を述べる子どもたちを前に、 
「うわーっ、すごい！」 
「いいな。ぼくもはめたいな。」 
子どもたちの心の声が漏れ聞こえました。 
その後、大谷選手からの次のような手紙を紹介しました。【一部抜粋】 

・・・私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルと 
なることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を与えてくれた 
スポーツだからです。 
このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、私からの
この個人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。・・・ 
野球しようぜ。 
大谷翔平 
そして、実際に順番に全児童がグローブをはめてみました。野球経験のある子どもが少な
い本校にとって、大谷選手からのプレゼントは、野球を知るよいきっかけとなりました。 
最後に、そんな大谷選手に感謝しながら、全校児童で集合写真を撮りました。 
昼休みには、１・２年生の子どもたちがグローブをはめ、キャッチボールを楽しんでい

ました。 
最近の子どもたちは、野球やソフトボールなどの経験が減り、ボールを思い通りに投げ

たり、捕ったりすることができないと言われます。何事も経験が大切です。これをきっか
けに、外で野球やソフトボールをして遊ぶ機会が増えていくことを期待しています。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大津町立大津東小学校 
校長 太田黒 保宏 

みんな仲良く 
大切に使おう！ 

年です！ 

みんな、順番に 
グローブをはめました！ 

年です！ 



「伝え合おう夢を」夢作文！ 
 
大津町の教育基本理念は「夢を持ち、夢を育み、夢を叶え 

る教育実践」です。その具体的な取組として、自分の夢や目 夢作文 
標を作文にしました。本校も全児童が自分の夢を作文にして  小 1 夢大賞 小西さん 
出品しました。そして、先日結果発表。各学年３名しか選ば  「しょうらいのゆめ」 
れない審査で、低学年３名の作品が見事入賞しました。素直  小２ 夢大賞 宇都宮さん 
な気持ちで綴られた作文に、私も大変感動したところです。  「ぼく、ゆめができたよ」 
夢大賞２名は、２月１０日の子育てフェスタで作文を発表し  小２ 入 賞 馬場さん 
表彰を受けることとなっています。緊張はするでしょうが、  「いのちをまもるしごと」 
自分の思いの丈を存分に発表して欲しいと願っています。 
 

能登半島地震で思うこと 

1月 1日に起こった能登半島地震から、もうすぐ３週間。 
雪が舞い、時折冷たい雨が降るこの寒空の中、現地の方々はたいへんな思いをして生活さ

れています。熊本地震を経験した我々は、その苦労の一端を想像することができます。 
そんな中、１７日には輪島市の中学生が、保護者のもとを離れ、約１００ｋｍ離れた宿泊

研修施設に集団避難しました。学校再開の見通しが立たない中で、落ち着いた学びの機会を
確保するため、その環境を希望した約２６０人が先行して避難したのです。その生徒たちは、
スーツケースやかばんを持ってバスに乗り込んだ様子がニュースに流れました。その生徒の
コメントに、居たたまれず忍びない気持ちになったのは私ばかりではないと思います。 
年度末までの最大約 2 ヶ月と言われる集団避難生活。特に多感な時期の生徒たちにとっ

て、当たり前だったことができず、フラストレーションが溜まることだろうと想像します。
心のケアも必要となることでしょう。落ち着いた日常になることを心より祈念します。 
“備えあれば憂いなし”ということわざがありますが、私たちも、いざという時の備えを

しておくことで、慌てずに済むことが予想されます。“転ばぬ先の杖”になるかもしれませ
ん。後ろ向きではなく、前向きに準備をすることが少しでも明るい未来の展望となると考え
ます。従って、学校でも計画的に様々な訓練をしていきます。 

 
牛舞い練習④              

 
１９日に、４回目の牛舞い練習をしました。そして、次回（２３日）はビデオ撮影をする

最終回となります。これまでご指導いただいた大林の宮崎さんと西村さんには、心から感謝
しております。 
牛舞いは、大津東小校区内で脈々と伝承されてきた重要無形文化財です。子どもたちはそ

の一部を体験し、校区の素晴らしさを感じているところです。 
保護者や地域の皆様は、学習発表会（１月２８日）は、楽しみにご来校ください。 

  
 
 
 
 
 
 
             

通し練習                    舞いました！    宮崎さんと西村さんに感謝！ 

大津東小ホームページもご覧ください！ 大津東小学校 検索 
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